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1. はじめに

惚f川村|と I; う I j"~~ Liii'坊に川町してきて. 30

1f. Jiij に 11 にした ILli' f' l~ の感激は \111: くなゥてきた 成

る l?II~~ でそれほど 般化された tN;.; 立，機能川料に

なったのからしれな t 、。しかし止だ金!，.r! J#: 、似 {~H

判はその段|滑にポ勺ていない ー) )ではナノレベ

ルのぬイト附泣が論 t泌されー JJ/ (レベルでの政介 II目

的 Iii I'先カサ lt 主されているかと JLL ぇ i ;t". Itt'.!!で 'i W

卜 r，川朴の示IIみ frせ hiL 却 j1i itがH市議されているの

ニグ〉よ-， I~Iム純Inll~' i って IUJn さ il て L 、る川中|で

んることは l 1\ j 沿いなさそうである 3

Iii くは.よくI'll に!.I I される収!と 'kによる土 ilす

などのよ 7 に つの II (I'Jの 'k J3lの l~1ニ州以|の

別物引を {ii介して一つの付料を作リ|げる.この

Jli~'r 1J咋 u{~f じであリ.刊リ|げたものは似介付料

てョある M:j !j:では -Jj)lM み込んで句 IJIJ')とする til

1iE を f ~Iｷるために そグ〉剖 Ih 介せぷ H0)1'):'i'tを '~I っ

て、 t没 Iii' Hit~、る・ Tailul' Ma 仁Ie" (I'J な付事千を向子予

付キ I· ~ I;' 勺ている U

一二のような与えかり全 M .J{~ HJ{t- l~ 料をう Hil する

と卜 r，々なわ i-I h がある まb くの似介付事|に|刻する

，i(j£ でもそ-; -C ，h るように 4町くて畑作、村料を II (I'J

l

とする分け打、少々弔くても機liE を 4 隠したうTけ

)i. 可カピあ')円首グ)叩 1 1I J によって w っている

ここでは構成京付の|勾 III! 観京レベルで分けてん

ることにする。 4ーなわら比較的大引て -Ill み作せに

よる村料守倣中 1\ f 分 nx や繊剖 j' ， ';~i fヒ引のように ~~H j肱

鋭レヘルでないと!JYi 1，xが!リ1/唱でないよ -j ".HfIと

て“ある。 Ii:) I'iを 7 ク口 (I'J 似{)'-付判[量れを~ '/I:J

(I'J 阪イ汁イ科と1/十いこととする 日I) I'rは l世に川干|的

中て-iii!(II i'を伴、/している クラ〆ド付可て二 WI

1'1 と川「創作|を組み合せたもの. I出品、 fnJ 村 j·n ，' i?く

の附 J立制料がある i主計は [;UI 、の松村グ)ネ γ トワ

-7 形成による。 ';~i 化法では夫 J3l できなかった強

肢の発 Jjl を I-I (r'Jとした b ので. ウイスカ -'Jflilt 叩仁

微中;': (分 nx H;I~. 織品 I. 強化引などをあげることが I Ll

4去る、ここてがは紙 11 1/の I~J 係での吋 l引はされている繊

維強化引についてのべるゐ

2. 繊維強化複合材料

プラスチ γ ク J、Hi{川村|の J~j イトもそ 7 であるが.

イ;rl/ s'， if. 、繊制 H\< イト材料を製 j立する J勃f干の if£! ぜな山{ム

(I) 強化機剖 i と 7 トリソクス界 11 1/の払 'i{?'~!

(2) 繊剖 i の配 1(11 刊と J~'J 一分 {II

(:11 裂J立 fj 立と繊剖 i の午 lf 刊変化



(-1) 陵合材料中のポイド

等である。これらの・ 1，'.(を克服しないと II (I') にかな

った絞合材料は得られない。

ます I I)の界 1M の結介悦の点であるが.絞合材

料lま異物質を目的意淑 (I'J に組み合せるものであり，

補強材と 7 トリ" :;ス日! 1M には化 "'NI'; ポテンンヤ

ノレの勾配が存イ '"L ，外 (I'; 粂 f'l' 例えば製造時の以)阜、

材料使用 II 年等 i~l~J 主力 flb 、と )rhj 物'i'tI日 1 で判 11/:J ，1:1ix や，

lぇ，.t.:をおこす。体 1M の彼i\'i" I'1 の山か句考えるとあ

る位 J立の相互内用は必袋であるが.あまリ判 11i 作

III が進んで相 In) 化合物の!留を形成するようになる

と似合材料の機械的制 nを下げる結果;になる。従

ってどのような材料をどのような繊剖 i で補強する

かで製造法む Y~ なってくる。

(2) の児 j 分布と配 Ill! 性の問題であるが.ポロ

ン繊維や'/ I) コンカーバイト繊維 (CVD 法による)

のように 100μm 以 tの太さを持っていると取椴易

いのて'配 [Ill 性. J，)一分布も存坊であるが .10μm 以

卜の繊紺を持つ炭ぷ繊維 SiC 繊剖 I. Ae203 系織

品l は特株主場合を除さ 3000-12000 本の点で供給

される。従ってこのポを|羽織してー木一本が交鈴

しないようにする予段は側めて慨し L 」むし交~， tli

している繊紺が多い場介は材料の判!との角度でそ

の似合材料強度む変わゥてくる。 I:J) の!日 J~ は(I)

や (2) と深い関係にある。 WI) え If 漏れ性改普.反

1.[; 、|坊 II のために繊~， II のぷ I( ， i 処Jl4!を施す場合がある。

この表 1M 処思が不 J，) であったリすると機械的打 i

f1 ;j を織紺が受けて破断することがある L. また配

("II げ1 が~t¥. <.交錯状態でImlI形成すると繊維は岐

断 L ， Mi強対IJ~が少なくなり.用品仙の !tli を下 lui

ることになる。(-1)の場合は f~H品法.或は [11;1 判 l紘 i放

i1，で似合材料を刊る場合.使用繊剖1:1芸術に 1吸{jし

ている k として~ j.~qI の出分をどのように〉し企に

Ifj(リ|なくかである。 tTriL}法の.t~j{} には!~::1: 1吸引後.

r\'，'jlt:Uj霊法を使!ljする場介が多いのである f\・ l主は

除くことがIH A、る。 l山I fII i:主のI品作は i在弘法に j七べ

て IVk"{I: 成分の残る ifが I'::j <.これらは成 JF~IL'f に健

介材料 'I' に封じ込まれた形で校側する ω 繊剖i とマ

|リ y クス界 1M ー また?ト I} '":;ス内で微小'トイ L

を形成するのはこの伐 t的14 分に起|時する場合が多

い JJL( ，まで悦々の製造法が号案されているが.

大別すると長繊維強化純子干材料の場介は裕 t品以 i差

以、と l占l 判 IJJ ，~散法になる。また'l' j繊紺強化桜子千 H 料

には粉末 j白金法. コンポキセスティング法 . if; 品企

鍛造法および半抗措虫 Iml て法が使用される

3. 繊維強化金属系複合材料の性質
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3-1 炭素繊維 アルミニュウム複合材料炭素

繊維の催れた刊伐を斗ーかした金kJl系 Hi1子材料の

研究が椛んに行わ i L. 特にアルミニュウムマトリ

, :;えに WIするむのが多い。従来の炭素繊維は浴

場アルミニュウムに漏れにくい これは多くの場

合炭素繊維の表面処理由、されているからて'ある。

このぷ Illi をiiI芯処里11 して涜場アルミニュウムに a:

すと吊，Uvl'l も wなってくる。実際に炭素繊キII 表 1(11

を Arエッチングしてアルミニュウムを被到した桜

子ト材料界的l て'は描it Li'l も改持されるが反比、む早< .

550'C4hてゆアルミニュウムカ-/{イト (At， C ，)を

生成する この生成速度は版物料llitJ に従う。この

よフな反応防止と i:llit11改存に以来繊維の表而被
『立が行われている。 f~J え IfJ .i，l化チタニウム. J証{ヒ

ホウ ki を Zn て・ i宝 Jじ L. 1' i l1を被秘する FMI(Fiber

Mate"ialsIII Co) の }j 法がある。 FMI ではこの

ような前処J'1! i弘治場アルミニュウム中を通しフ

リホームワイヤを製造している このプリホ ム

村を素材として両端 7 レスか句 f~t a~ iJf.iliて e似合材

料を製 j止する。 ~:iji 品 ~~!I 立はマトリ y クス介金の H

町lによって iもなる。 t屯アノレミニュウムのま晶 1'r'は 450

°CIOmin て凶:lJ. ?:I よ雌 J主の 90% 脱皮となり、他的 6061

系、 5052; 匹、 AC4C ではそれぞれ 1360M ドι1500

Ml'a.1360MlO a で，石川崎1I主的 95°'0 引l立て凶こ it り

の合金による I~~ はほとんど認められな I' ，また.

450 ・'C. 100hl '1:宅中で処.I' I!，した後の本以 1~t 伎を『調べ

てみるとま'; 1500MlO a でやはり強度変化がないこと

が解リ. ，:'fJ i品における耐久性につ L 、てむかなりlU I

1.\ヵ ε むてることカ叫 lかとなった

M40(60ω7 ィラメント)の繊 itt，とアルミニユ

ウム t?i からグリーノーフリホームを作製し句;良相 l

践でホットフレス法により似 fT 化された 1:':jVf 板状

FRM の引っ 'Jl~ り引刊を調べている。ょの tL7 イ干の 1m

軌 }J 式はよ外科!による急速加熱でそのため繊判 i と

マトリックス界 I(， i で反応も少なし Vf=67% のも

のは l品大強度約 15 :l 0M l' a を汀、 L ， 11止i血 lstill 粂 f'l に

よってはC!- 'I {I' (炭よ繊剖 1 強化プラスチ "n ·If,
のづ 111~'i~U立を"、すことがI) ~I安されている。

3-25iC繊維ーアルミニウム複合材料

U 1<カーボン株式会社製ニカロンと 1050.'\1 (純

アルミニウム)によるブリホームワイヤ につい

ての給米を次に，下す

Vf:40ー'0(断 f{jjfi'( 0.20mm ).Vf:450" ( 断而積 0

175mm')の結*によると 450'C 処珂!後では:主溢に比

較して tijj りかに 1!i U主 1凡 I' を，ドしている。この!点|珂

については界[(Ii的問題で、 7 トリ y クスの応力伝



指能力のfI~下に起凶するといわれている。このよ

うなよ村を使って桜介材料を作る方法にはH々の

hi去が試みられている。 l抑lえばホソト 7 レス.ロ

ルおよ飲法、 IIIP等である。

[IiJ系の SiC 織品i でも化"f: IIιri法によって門られ

た繊~，II がある f この繊細は ACVO (米 1]，1 )のもの

で Mをマトリ γ7 えとし司回相 1 1&また (I~I;成 Jf~

が可能な|川液Jtm&て。フ‘レス成形を行いづ IIJl汁~'i刊

を J刈IIi しているものである。

また I ， ;J繊 ~II によるA~Hj ， Td"自のハイプリンドの

成 JF~ L 検討されている。たとえばAe (6061) では

650ｷCX1h，また‘ 750・'c X15m川までは界 IW.λIi::.

による劣化を 'J、さす熱'iA:Jl::刊ニを持っておリーマト

リ y クスの回減 10点て'のfIU土成形の可能性を不唆

した L のとされている ω

このよ?に C\'LJ 糸織制f'，特に SiC はド HMの紋

大の問題点である織割vマトリ y クス]I\]の界 I削以

応に付して安返しておリ.似合材料む極めて尚い

強度15刊ーを d、すことがlijl らかにさi.Lている。

3-3 チラノ繊維 AI 複合材料

I~RMの m·J)/?; でl止し ii:..O' を必裂とする山は.市借曲

全Mによる I:di';， I，'州 I tIl 散による繊剖i の劣化ー/of';:

M と品凶1 の出i.L刊ーであることは前述した。 it立近汗

II されているチラ/繊維怯化似令付について似介

する チラノ横手II は Si-Ti-C-O て寸IYi IJX:されてい

る このloY;成成分。 I' のTi':;:' の変化と出弘法て'作製

したチラノ繊剖!強化アルミニウム合金陵介材料の

相対強皮肉 I~J係を訓べた l叫がある。これによると.

チラ/繊維中のI' iの :tilJ( .tr': JJnするに従い.繊維強

度のfI~下咋'が減少してくる。これはTiの相1mによ

り咋 1Mに生成する MIC"が抑制さ 2 し しかむ Si

Ti-C-O の構成ιぷの結合力が地大した *;Ii* と I{t

3主されているの

チラ/繊車Ii-， SiC繊判i て-'l)ii!化した 6061 アルミニ

ウム介イ州主{~材料を常気 '1'400·c 、 100-400h熱処

)'I! した後， r担{t-材料から繊細を II/IiI'.しその治山定

化を訓べた紡米町 SiC繊判{は 100h以上経過すると

秘制1:1;~lJ主が徐々にfIU、するが，チラ/繊細i の場イ?

には SiC と I';l!，~に初!叫に fin ヵリ止らi.Lるカ'400·C ，

40010経過してら強度はほとんど変化しない この

結決からチラノ繊維を III' 、たアルミニウム合金阪

fF材料では， i;E~、の無機級品tでIJ~t fじしたアルミニ

ウム JR似合材料に比べ耐熱性の向上が期待出米る。

3-4 ウイスカー金属基復合材料

ウイス力 強化~I!M)H担合材料は迎続繊剖i:I:民

主 I) .ウイスカ を均一に分散させることにより

Iiぽ耳打 rll)の強化がf'}られるととらに， IJILL(，従

来の技術が J盛 ITI 出 4えるという利点がある。マトリ

y クス全 Mとして巧えられる金以にーアルミニウ

ム， 7 グネ y ウムーニ y ケ Jレなどが挙げられるが.

実際に多〈ぷみられているのはアルミニウム系で

ある。別造法は ly~ えばアルミニウム合金粉末とウ

イスカーを i J. t合して.ホソ卜プレスて'成形した後

軌Jf-IJ ~Ijl i1'1 しゃ!司:.1&て.)mてする Ii法、成は、ウイス

カ をあらかじめ成形してそれを下熱後， 71， 1)

y クス治泌を圧入する同州鍛造法などがや上われて

いる。

4 ，金属基複合材はどこに使用されようとしてい

るか

4-1宇宙・航空

かつて米ソが先制tを争ったす'前開発む.宇宙船

からえペ スンャトルへ.そして遂に'十'出基地建

設に j与党IJt した。円-1'でも 1975年以来科"f:!射1JJ.の

-l J ち I:げに始まり.放j!iですま放送.気象.辿{Ii呼

尖川 1荷 11' を打ち上げる j) Q:を備えてきた。現な問

l祭フロジ.Lクトの)f;で|品l 発がi韮められている NA

SA を 'I'心とした 't'lμ iii)也·tI!，I止のための諸尖l肢に

も， 11 -1、も名を i出ねている。 fRMのJJH ~tはこの 'j':

'山 1M也til; II主にとってどうしても必袋一志のである。

その大きな旦II出は.耐宇宙環境であリ，村に Kij

命 iヒの/.(では fRP をしのぐ特刊を fRM は)/:~比す

る可能1'1 があることでーそれは(l)熱劣化，(2)紫

外線劣化， (3) 耐熱サイクル， (4) I吸 iid 性的占で優

れているからである。

特に宇山村;造物が大形 1ヒするに fr い.その由 f久

刊が|問題となる すなわち次に;J，すよヲな 'j-:'I 山環

r;'tに耐える材料として JU Il寺さ it る。

0) 無ill)) ， (2) 尚 l主主 (10 5- 1Q-IlITorr) , (3)

温度 J;ー(ー 160-160·C) ， (4) 強い紫外線、 (5) 放射

線， (6) 原子状椴』;の存イ 1 である。航宅機関係では

共{¥町 Jに使用問 Ji Ji は公ぶされていないが fRP ， f

HM を;">，-めた惚合付の j!km-f'氾!がされている。例

え Ifl984 午においては絞合材料i血mllfは機体にお

ける{( r;: 比で. lit刷機では 3%句 h:l MI機では 2%

であったが， 1995年には市川機で40%，民問機で

20 (.10に地 1mすることが予測さ itている。

このように航宅機設計台は政合材料に対して大

きな!日Iiキを指せている。従米の金属材料が均11等

}j刊材料であるのに対して.隊合材料は非J~m巽

万性材料であって. しから部品の裂造i品位におい

て繊維の~~yIJが任芯に選択可能で句強度特刊に対

する)1I"lft を円け1に選ぶことが出米る利 l，li，が設計

q
u



者にとって魅力なわけである。

4-2 自動車

山卸IJlll を抑制 1じすると燃:L'i，加速刊，操縦n，

地i リ心地などの IF·I向の成本 (1')'11 能がli'j 1-.1 るため，

惚合材料の使nJが州大している。中でも FRNI は

悦合金のアルミニウムやマグネンウムを繊キII で強

化サるニとにより，強度，剛性，川J摩粍性， j氏凱

肱}I;!k門などの特性がIf!) 卜寸るのでエンジン古|店liftへ

の用途rm発が仰f究されている。現拘実用化されて

いるのは， トヨタ 1'1 ユ」の川 t I苧R ピストンである。

これには Ae， O ，， -SiC繊維が使用され可軌負仰の

大きなピストントンプの外周背IIに上記輔自紺を銚く

るんだもので， リ/' j" hVi古IIの耐l車 lit'I'!: ，耐焼きj.J

き性を高めて，エンジ/のβ'j l"H力化を来たしてい

る。チラノiJHII の I~::j i品村 t-l:を '10かした， ピストン

ヘソド L;式竹裂iiS されている。ノド凶技(，11 ではコネ

クティングロッドに，ステンレス繊剖i を銚くるん

だものを似m し従米のものより品')30%の峰J4化を

実現したと言われている。また SiC ウイスカーで

強化したコネクティングロ y ド、 αAe ， o" 織判i で

惚イト{ヒしたコネクティングロ y ドミ干の日f'~t. ↓!日発

LZ式み句れている。

5. おわりに

以J ，強化繊維. N1N1 C の梨JL そして使用タ

ーゲソ|のt見つかについて述べてきたが、実際に

は F!{M を作ってみると設dIiili りに作製できない。

I9IJ えば令属と C. 日可 SiC-;!f の繊械は I時以において

j}j 倣，反応を起こし噌相 l間化合物を '-I 成1 る。こ

iW f，lij物j'IW刊の界 jjjjは熱力学的に ~I'平衡にあるた

め起こる現象て刊当然的結~~である。なんとか付加l

f，lli!j自の日い材料を jl\filli絡で製iii しようとするため

で. むし白filii f'(，てU もよいとなれ1%繊維のボ而処

J'I! をー|分に実地した後. ト主千子化すれば設計に近い

材料を作成11\，1去る。ド RMについても約 10数11→の

研究経l抜から， tHJ~岨山ははばIIJJ らかになって 5 て

いると巴われる。それは句 1)政介|山]物If(川の作

1 f!i>P'!fiIJ て。ある。 2) 1) との|比Jj!U において II 的と

する古|目!日d.::j曲した製造伐術を選ぶこと‘ 14休的に

挙げるならは 1 )に閲してはあるれ伎の県川反

応を符認したIeて二 εf日布 ~1lJ立の70%-80%をよし

とするかー しないかである。 2 )に|則しては小Jf~

部川1 であれば前{Lj鍛造法などのi止 111 はイ'i~jl て4ある

し.また L{ J、製品て';I， itば可ロール+Jl:l
f

枚 il、など L

有効な製造手段てvあるといえる。

(おおくら あきみつ)

お知らせ """"""班班班M

宇宙圏研究会

U II.¥" 'Iι 成 2 ii'3 月 19 FI(lJ)-20U(火)

場 所 i':"Hf'I .q~ fiJI 究所木館 2 I;皆会議場

1I 8{1'せ先 ヰー'， li 料"/研究所研究協力 ri~tJU 百l 干IJ 川 jR ，

0427(51)3911 (ド ·j2234. 2己35)

第 9 回

宇宙科学一講演と映画の会

leiII.¥' "I'll!;:2~H II141e1(1:I

ノH孟 211 与30 分 (I 刑場) -611 ，\'30分

会場 有楽町制ICI ホール

(イj 来町セン 7ービル1H持)

議出 1. 日本的 4 ドI~J:li lj1

ー「おおすみ」から 20~ 1' -

ヰ Hi 刊乙{~M1'j't， 'li教技林 k11i

2 , ，~、外線でJ寄るヰこ:'d:j のぷ£

'j':'1ι 科ザ研究所数以 !鬼川 if; 之

映画 M-3SU-5号機

-)-Jスイングパイ jt{i lj!.r ひてんJ

*人事異動

発令年月日

ヨ II 1 日

4-

氏名

111ｷ1I1 利政

異動事項

~§l!tMF究系

肋 T

現(旧)職等



f士テミ対 ~表紙カット~煉影 映像記録係

刊24211 〔ロケ y ト発射のl瞬間Il
問事情川
、てと与云当ノ 八 S-310-20 、 8:S-520-11 ， CM-3

SII-5 町 D:MT-135-51 ， E::VI'-4

*5-310-20 号機観測ロケット実験

上府大えの£2tな成分である椴索!点ー!この~ I 江III を

'I' 心として高度 60-120 キロメートル付近での光化

学過れ』を中 I~i\ !f l~ に ~l ‘ilI IL ，また TE 自iii 百下両 1\ の (:1 イオ

ン J十 iilll を目 (I') とした S-310-20 号機のロケソト尖験

は 1 月 28 円早朝 lめ 4 時30 分に内之浦て ω尖験が行わ

れた。

ifid 4>:宅ぷて“冷却したセンサーを!日いた伐川大気

光の， ii- tilll と D-M の):(イオン百|測は.良好なデー

タがえられたが.紫外科 iラ/プからの紫外械の散

乱を計測して椴ぷ I);'. (-の絶対 Ij-j 洲を .b!" 図したら長級

は.さらにこ IL からの機部の開発に課題を h'( ける

かたちになった。

なお。これと|吋 liS に大気 'I' での機体の飛瑚1I辺境

の計 i l!l l が行わ jし将~~の千 f~ 月 11~ i1 H4>:の 1m 発に役 if.

つ!在米がえられた。( illJ}:~j f日首j)

*ダイアナロケット実験

中附大%の)) ':;::'11:')1:のため III 界(J'Jなスケーノレで

ダイアナ計 llllj (DynamicsAdaptedNetwork[Ol

Atlllosphcl' c) がi茎， 'I された。 II 本では悦 l主-1:/吋

を撚岐したえーハロンキーロケソ卜 6 機の発射

を 1 n15U よリ 2J14 C1まで.部下J; k を熔， I在した

ノ〈イハ ロケ y ト 9 機の発射を 2 n8 U より 2 J'I

28CI まで ~tlltli した。このうちス ノ守口 y キーロケ

y トによる実験は必天候によって '·1' Iiした l り機

を向日、て 5 機全てデータを取得する}p; ·I){ できた。

ハイパ ロケン|による尖験では:11:;天似によって

中止した 1 号機司 2 号機， ，且跡、を失敗した 3 り機.

4~J·t世のあと 5 号機により判J的て部下球の迫叫に

IJli， J}Jした。:11:;犬似によって中止した 6 号機のあと.

7 り機， 8 号機の ill閥、はいよいよ 1上抗に人 I) ， 8

号機は孫卜 j:kが突き山されるも'1([ までレーダに H央

し山された。ダイアナ者ャンペーンの故後を飾る

べく 2 月 28 日に1'，とした日号機は可地上J，，\!2 m/

紗を』担える悩風のため'1-1 J上となり、ょうやくに I~M

1にの rH てきた実験批はくやしがることしきりてザ〉

った。

~"J 100hili 自if! Lた場所で 1('1 任 1m の球を光ザ J什の

↑!け品を相{リにスキ/レーダで比つけるということ

で句刊にレーダ HI にとうては l、年の弘以来ご背労

な J'; であったが特に 3. 4 号機と迫湖、の火 I t:<が

統< --11 では新しいものへ挑戦オる実験仇の t. き

'I きした!加を見るのはうれしい 'J> であった。

(小 111 ;宇一郎)

食 M-3511-5 号機「ひてん Jの打上げ

M-3S11-" 号機は半成 2 .if1fl24H2011キ46分.

内之浦の脱リc. }:.'j' j-:'Iii'ｱII¥J?tlL;\川内rから HI げられた。

当初 liii(主の打上げが-(定されていたが、制WI) ブ

ースタ "Hi}) ノズル駆動のための 1111II戸が卜引しなか

ったことか h 発射 Iii 前のお 1 段山、火 18紗 lilj に jJ

上'i" Iiとなった。!日Ii)，:直ちに l店、|止を究明(当 H の

fJ日比邸岐による "ι f- Iul附?の助円不良)するとと L

に刈筑を li(jj して i 日 j揺れの j J 上げとなったもので

ある。

ロケ， I の )1~i1Jは川ii~:1 で.第 13 ~J 科学 i:1.Jl，uvl U

SES-A を子たのlミ INPJ軌道に投人した。帆泣投

入 i去の内之浦て闘のJ1HJlit)[に先立って， 'IASAのゴ

Jレドストーン同とキ有/ベラh.jがそれぞれ H¥

f~{ 7V\II.~ の 2111.\'06分/止び23IL'i'~1O分に MUSES 八から

の必ィ止を .~j日し、 これによ I) 川1( ， v:1 に成， I を続けて

いることが時l認さiLた。

'I札i宜に取ったMUSES一八の愛初、は「ひてん(II是

天) J となった。

初!OJ 投入'!ULjI!の j~)也山が IヲLより低< ，ょうたこ

とから， )也w を 4ιi半ののちけと会合する予定を

5 間企I" に変Y! L ，中北道修止を{(ねつつ「ひてん」

R
d



「ひてん J (飛天)命名の由来

MUSE というのは宇甫て学実験1布川 (MU Spa

ceEngineering Satellite) の y リーズにワえら

れている呼び名である。ニ it はギリンャド I' ，訴で学

it をつかさどるム ιの群をもポしているという大

へん優雅な命名で，その名付け縦は野村氏也先 'I ー

であった。

止と洋でこの Muses に対応するものが ~~j( で，卓

<"Jレクロ ドの ~;tlllliにもみられるが.わが|五|で

は 'Ydドド43 院、柴印Ji c;!fなどにもその安をとどめて

いる。とくに柴山1;4点出のJJlの水位(すいえん)

に蜂う透かし彫リの飛天の美しさはよく知l られて

いる。

会津八ーの詠んだ rすいえんのあまつおとめが

+
小

4
b
q

友直

ころもでのひまにもすめるあきのそらかなJ(胤l山

県)のぶつ乙止はこitてaある。

地球と)I をめぐり内イl に成ぷ今1111の MUSES

A のミ:t/"ョンの.n~昧をこめて愛#Iiを r飛天」と

した次第である。

は順調に成行を続けている。ニのあと，3)lJ 9 日

Ltl 聞に月と第 I I叶町会令(スウィングパイ)を行

い.同時に !-J オーピタを肱 HI する下定である。

(松 l己 1)1.殺)

*5-520-11号機打上げ

宇宙太占の員二をボめて S-520-11 号機が2 fJ228

'I'Hij1 時∞分鹿児島宇宙空IlI I観測所より打 1 :げら

れた。これは III 年比に行われた 10 号機による観測

と対をなすもので， 10 り機ではビ y グパノの名妓

I) て。ある 7イクロ波背 W/ ，( Mのサブミリ法制 I阜の

観測にョー IIJUJ'r ，泣かれたのに付して.今 1111 の 11 号機

では 1.5 から 2. :3ミクロンのIlI Jの j!i:亦外放射的分正;

観測を飢ったむのであった。ピ γ グパンで脱出さ

れた， ~:ji 比尚庄のガス{本は rj': j山ーの膨 11< とと L に冷却

さ it ， lJI. li はえている JI~ や銀河がいつか.どこか

で生まれたはすである。この II 年に肱射された光は.

品、}j変仙の紡月 4. 現在では亦外科 iの領域て'見えて

いるはずで.この 'j':Hi 太山の光を検 i l\ するのが観

測の主1-1 (I(J て"ある。

1lIli l1l 1機は liij 1111 同桜雌体ヘリウムで冷却されたも

ので.いつむながり 1J 上げが Iの厄介な un に神経

を倣った 幸いにして今凶はノイズ退 ifi にやや子

こずった以外は大きなトラブルむなし千定通り

-6

のIl ll-J に打ち tげら札た。ロケ γ トの~~胡 1，制札 111

;K ii'l: ともにきわめて正常で， f-l伎のデ タが fpi ら

れた。今回の主~験では新 ON 発のロケット燃料， 'I培

;止化された t己担lがjt llJされたがどちらむ艮 H主的

能が雌必された。また次)g ll~i iii に搭載が計 l山され

ている.新しい If，(.eJiを使った正 ;7 ァイパージャイ

ロの熔 oj主ぷ駿 L41 わI し i't11\なデータを取得した。

'ぶ験後.観 ;lI IJj幾は切リ放され.伐った 'k 勢制御

装置を含んだ共通機保店 II を榔|で凶似する同収作

似ふ今い lはヘリコ 7 5'ーを干 II 川して無 'IH-i われ

た 校近する IFj 線に公を係み立がらの回以であっ

たが， KS センター.セスナ機.ヘリコフターの

i生以 7 レ によって見#に成功した (!見II] iii之)

KSCに遷ばれて来た回収部



*5-520-12号機の打上げ

5-520ー 12~; 機は.ノルウェーのアンドーヤ ロ

ケソト発射場か句， 'I'I｣:2 年 2 月 26n 午前 31 時 6

分(現地 IIキ 1::\ )1-，ド tfJ 75・で脈動明オーロラに IllJ

けて発射され， 5 分 8 秒後に故品 r..J皮 369kl/lに注

し 10分 2 秒後に治水した。この13J. 脈動明オー

ロラの観iWJ を U (I'J とした各格載機器は順調にデ

7 を取得した。データの解析は婦問後行われる'f.

となっている。

本ロケァトの11"-'げの1)に'7'1由 .Jfの内外の10

余t，から成る実験JjEが編成さ it ， ノルウェーに派

泣き ILた。ロケァト ~Il立て等の11" I-.If準備 Ii，ア

ノドーヤ ロケァ|、党射場の方々の協力を得てf

~辿リ 2 )]IOIJ から 17 tIまてeて.~i:1-えたむのの.そ

れまで良好だった天候が一変した為， 2 月 19 日か

ら 迎nll·1f Lげの灯機を待つ'I与となった。ニの ::11

にノルウェー I EI'i: \'i ij (j韮のテレビ・ラジオの取材を

受けるというハフニ/グを経験した後， 26 日 !t!·~J

に 併のチャンスをとらえて成功した次第て“ある。

比 ~II 句ぬ北悩凶内の発射場からの打|げに ~~I;Ji ぎ

みだった'土験 HEl i む H 本のロケットのi1 U;，;を r除外

に 4、せて1'1いを大いに深めている。

(小 l! t'IIIi' ;f 二日 1\ )

*MT-135-51号機の打上げ

火事t 主JLI!IJ ロケ y トとしておなじみの M T-135'~'~

ロケ γ トの5PJ 機が 2 月 21 IJII 時00 分1J 上げられ

た 今 lui の実験はよリ!ムぃ範聞の大気観測を行う

ためのへイロード吊引の I世1m を凶るための n~ J.Jj環

境 Iii.ぴ脱出 'il 機桃変更に lドう機能係必試験が五目的

であったが，~瑚 J ， ，:h lJt J' 写すべて則自，調て "PIT lUI の U

(0 を ;1 lilt することができた。(雛凶 Jじ紀)

合平成元年度ブラジル大気球実験

ギ r£: Il:II 二度ブラジ Jレ大気球尖験は II 月初 1)'1 1) I)' ら

12JJI;"')にかけてブラジルのIN PE研究所と U 本

との!t;I，iJ')£験として行われた 円本側参力II機関は

'Y 'd i 科'j!: Plf, )巨大.Rt1.. I~':j エネルギー研，立教大里t

大阪市大里t 山形大型であった。実験の H的は.

SN1987A よリ発生する破!X線およびガンマt躍を

H 本でH}.J )~した II} 界敏高水準の低パ y クグラウン

ド検出協をIll'、て 100:WJすることである。

ブラジルの大気球放球場は I illPI ,: ，Jf"先刈のある

サン ジョゼより北 h80k"，丙絞 45・ 01' ， ，*1 ，(，~22・

40' に{立;目Eするカシュエイラ・ノ、ウリスタ lNPE

研究所支所であった。この止:所は l~i )， 1 トラ y キン

グ基地として設置されたむのである。

円本から持ち込んだ観世 'J '1.'，大気球 jWt受i行装

従および解析装道は，船{虫と n~行機似のふたてに

分けて輸送したが.輸送機関の mし悦IJ!I手続き

のi単延等で大幅にj!jl札， 11 月下旬になってやっと

実験場に到必した。全 n必死になって 鋭:I!II~，の

幣備.長岡私大気球追 L-t\アンテナの建設を行い.

1 週 IlIll量的 12H 7 日には全てのむのが完全に税備

され肱球態勢に人った。日本のスタティ γ7 気球

)J主fR }j式では例 Jolt タ '01\の鞭 j乱状態時に公球にガ

スを注入し.胤が/1\始めたとき放 ToR i る。ブラジ

ルでlムダイナミンク}j式を係周しているため.

胤Itl] が一定方 IllJ に吹き.胤 jillが2-3mls 以下でな

いと政球態勢を竹ることができな L 、。今年度は例

年に比べ 1-. ilじのよ 7 な地上条 ('I の II が始ど無し

れI;R をフィーノレ l に， ~H しては作機の H が続いた。

しかも待つト人 jに天似も ['lilUII こ人リ。 I·H ，肌との十'I i

2t 比べめ H と々なってしまった。やっと句実験一予

定 n M:i 五の 12H22 日 21 時40 分、全 l~ の時 nいを県:せ

て気球は lUI; まされた。気球は JF'i;~' に何分 380 Inで

上川し 放球 2 時間後，向 l皇36.0k l/lて'水平げ遊に

入った。 その I後去主勾 (I球長は幽方に H

担側 511時1時与肱 E球ま t場4品;よ lり) 55ωOkm J地也山、て eづ7屯R~ 庇の.~走 UI“Bd{ 限ザ伴品

になつた 以I後量 H飛を行機て

指令 1芯正 t波皮を送 1信百し. 観il! IJ~ ，を気球から切り離した.

1tII. ill lゆit はパラグアイ国境近くに緩降下し.無ー J> 回

収された。統制 II骨量は当初全て.L ('li~· に動作していた

が.途中で f菩政 CPU の m\ が不調になり.所 l切の

目的を卜分に述成するニとはできなかったが、観

測に不可欠な }j 向上見正およびナイトピュアを捌い

たスターセンサ等は全て正治に動作し.目際の }J

IIJj に山村!主で指向し町大 7ゼラン主の早 l主をモニ

ター I'lijl (fi上に鮮やかに:l J し出した。( III 上陸正)

7-



*SEPAC近況

SE ドAC と Ill) くと，今や懐しの尖駿と思われる

人が多いとiil いますが， 1983年のSEPAC-LABO)

の尖験に続いて. 1991 年スペース・ンャトルATL

AS ミ'/:/ョンに科び牧場 L ， 多分最後であろう，fjj

めを米した後その長い#命に終 II ねをつつことに

なっています。ただ.出j図の尖験では搭4をされた

MPIJアークジエ， ~， MTV , NGPは』甚載さ id" ，

氾 f ピ ム ~~'I'.系 (ι13 1\ )，川IJ iJZ系 (D.G) と新たに

アメリカ側のプラズ7 ・コンタクター (P.C) と liT

ばれるイオンビーム発生系が撚峨される下定とな

っています。屯 f ビーム JJlli車刷高圧I江市!の500V 返

ifq，である Ni-Cd従池は劇周年数が過ぎているt}.

H下年末に新たに製造され，諸々の試験を行、、'今

年の l 月にアメリカに輸送され、今年のケネティ

スペースセンター (KSC) で始まる I;-~ 々のテス

トに{耐える*になっています。 KSCではンャトル

のハレソトにt甚載されたコンフィギユレーション

て 4 )j の l.evel-4のテス|に始まり， Level一%

のテス|が1 i われる予定です。 liil 回の SLー 1 には

なかった. HighPowel での'， IU ビーム政出実験.

ビーム変調実験生干その成果には大いに l明 j\ される

むのがあります。又句 'Ill チビーム抜 ~H により朋 J起

きれる定{並械を f止界 "I' どこにでもいる T'? チュア

無線家に'豆いしてもらい、それらの人々よりの間

報を!l>め. 1止すてる 'J> をむ巧えています。 SEPAC

は 'j' 宙， If として初めての U 米共同のスペースン

ト々ルを利用した大引実験で.その芯浅は科 "(:(I'J

日iX:~とのみならず，それにたずさわったメーカー IWI

にも i1 重な経験をりえ，その後のヰ Hi ttif- Iの I{l) 卜

に役立ったものと思います。

1991 年 3J J.満天に }l~ を般〈淫か王 rif~ の上を一

筋の11:.とを伐しながらすもなく屯 f ストリームは

iJkれるでしょう。と;う御 WI 1.\' 0 ( ~，， 'l ''1:)

*おおすみ 20 周年記念午さん会

昭和 45 年 2JJll 日. L-4S-5 号機により-I J 上げ

られた 1)( が凶初何人 i術品 rおおすみ J の誕生か

ら 20' J'が経過し， 1、る 2 HI8J1(lil. 1M 児;;， Ij 寸 'IH 雫

1:¥11iJIiJli J 附l において、.fJ上げ当時のI\\Jf#'-I'1!止ひ 1引い l

から 70 余名を~め，秋葉 KSC 所長の開会のことば.
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西村所長の J丈J主，野村本側究所名将教授の li 己念講

話iに引続き rおおすみ J の映阿が卜映されたのち，

記念品 t彩が h われた。

n食会は 50 余名の参加./lを~め，斉藤成文京京

大学名径数般のスピーチに引絞き.久木花氏( K

SC 建設当時の町長)の~材、の百日iJlで i阪かな悠談

が絞くなか.地元を代表して松山町長初め山中氏

(当時の婦人会長)，用只氏(内之浦町I教育委以会

委只長)及びl'尾本研究所名誉教授のスピーチの

のち祝屯を披崩し林品II所長の閉会のこと Iiで午

後 l 時30分過ぎ閉会となった。(中村町libifl

*平成 2 年度予算

昨年末12月初日に平成 2 年度予針の政府案が決

定されました。我がいlの財政 'I>怖は rtij年度に引続

き極めて厳しい状批にあリ.今後の社会続前情勢

の変化に弾力的によJ応していくためには. l!1' i政改

革を独力に推進して財政の対応力を luJj\:，すること

が緊急な諜越とされております。ニの政府系のう

ち '(:'1山科学研究所l則係分についてー古|に初介し

ます。科学術JI~ の1i}J~， ILl際寸宇宙観測共 1 ，;1ιt>業等

についてはLet定のl品H在日十函等に沿ったらのと tよっ

ているはか、 90年代から 21世紀における科.";・観測

等の要，inに Li;:えるためのM-V ロケ γ トの開発Ji 千

が盛り込まれております。

M-V ロケットの能JJ は '.lUiの M-3SII ロケ y ト

の約2.5-31丸 2 年!主力、句 4 年間で開発する 1:1-lllI j

で完成の晩には)J'惑星脱抑:j ~!J:に h苦悩することが

JPJj寺されています。なお.当 I而のH" {:j前1止め打上

IH: 匝~を付記いたしますのでご参!引ください。

(日!毛.of:ll:)

-科学衛星打上げ計画

衛星溢Uロヶ."

I.f¥ H ¥)ｭ

~I {叫 LAH·Al

3↓ー一一一
3
II :'fI, 1~ I;,

1 ，\STIHト"

畠 的 i ね遍. 1T..1: 11ロ. .，ト .

.隠の臓射 t"x~僚を間制Lτ14'ミ 四"" ロ号. ,
ム陽フレ?の拘/tO'JII'l備を前噌"ι'I ・iI， ,;a Il ゐ I-:IS II-Ill

，耐の舷rま!I"吋l\ _~Lf·J悌

c人..のx ・"，'・ .υX 線，.、，

，，~附"恨剥

命的日い川11.. I0 ..,. ト

絹川悦 4 、，I-lSIトわ

M 司， "

白土匹S 刷

俗:'i閥蹴訓省』附

、

』7
M

g
臼
陶

a

・
町

M

府
側
W
M
R

E

初

A
n
角
川

地
建
合
塩
崎

-
v
ι

錫

&
A
X
a
別

定
席
‘
，

.
R

U制
邑

a
m

'
ι
u
H

温
冊
a

，
凶

・
岡
崎
町

・
旭
・
?
叉

院
旬
一

周
也
剛
簿
ペ

M
R
U
H
A
-
A

奮
.
，
v
l

純
絹

-
a
u

聞
も
耐
佳

λ

士
R
u
n
-克

....の.鋼 l~ (j(，ずる k人念総 l
一ご lて司'n ぇウィ，

スl剖 l酬の禍迭とダィナ 2 タ I.I,.., ィ・，~

スに測する縦訓“定 I'

'"宇実喰 人女観測 "周監 ‘以白

デルタ"

(NASA

-曲、..~健 a町

一")-71 イ司

1/I~町、v ト~"

N ｫ~‘え.-1



伊藤先生のご退官に寄せて
河島信樹

止と大 'j·:'diUJra止、〉直後に，YifT今さ il' i':山科学古1\門と

しては一番の大先輩としてわれわれを rj I っ必って

きて町川、た ;3.Lllf、ごと幹の jft'l誕百tilt先生がこの 3)J

::+:に定年てバ j:'Iiillf を去りれます。活代 1(' 後の f件

大きなお(上ニ J'i は.現イ l 駒場町 46 り自'1\にあるスベ

スチェンノ〈 でした。 Iι 自IlI M を 'I"'L 、とした"j.: 'Ii i プ

ラズ?を尖験記に大き主サイズて '""p: 見するユニー

クなものとして、 これまで前日起した人 Ll 釘i止の搭

載機出の。試験ゃープラズマ実験に全 [£1 の研'先品の

共同利J!1 Jj l!i設として大いに前附されてきました。

iI Il U! f!:な先生のお人州が句外部の人の地投利用をス

ムースにした J}j 紡も見逃せません。

j此J丘町 l北!国|剖のオゾン)刊の l政.r ji や炭椴ガスによ

る!l!! lRilnUI 主化なとが大きく H: 会 IYJ に取り」げられ

ています。fJ川長 jtoU ;lノ、レー探併機「すいせい」

のお付 ιiL でお忙しいJ.i l で 10;1 ミ以上も前からこの 131

I克科干に l白リ剖 l ま il て，気球による 7 ライオ・サ

ンプリ/グという新しい千法をj4 fj 51:さ Il 、 lt X: j 1iそ

在は前、ノ i車IKI 所長ザフジヱー工フ博士

の峨」工した技術が J.J; t .t -'lll j"iW) の花形として l収|ーげら

れておI)ます。また.全[£[の大気千[， γ: 白にヰ'山仰

を l止場にした «If プEの坊を他 4されました。われわ

札としてもこの IJ J雌先生め築かれた大気料'了の Jl~

慌を j、 'I もにして次の世代の!ぷ HJ~ft にヨかして耳 l

'Jl ミっていきたいと Jι っておリます。ご ;ι'~ 後もご

他wて"ますますのご ll~i 附をお祈リしておリます。

高柳先生を送る言葉
清水幹夫

13 判II 先生は 'j: 'IiiJilf 飢え)t lk\， .τ1'·1，己ー小 UJ /，1，)光市と

)1、に新設のl2l'-'~j: ;)mipl] を引 1われた。以 4、故近 i主王~

C'['. 委 HJ えを務められるなど.研究所の "~'L 、となっ

て川§il J された。今 l叫の lffJ 判IJ 光 'I を含む"打先 'I:.h の

i町Iiι'(\ て···j' ，/ ill:': 先 Ii)]" ~ r' ~ii ぶれが大きく変わることに

なる。先生のもと L との i制] 1，IIpIJ は原子衝突の用 t論

で、特に分 f の J，， 1;)J 回転衝突 ~f j;問題の ill 界松高

の怖 1成であり.数多くの巧妙な iii: 10 、計算法を 43 佐

された外.その極だった組織力を発押してニの分

野の協会を古!止し外同に太刀打ちできるグルー

プを作り J げて~とられた。その応 m として日間'土

の冷 ):11[: 1]題で.水井;分干の回中ムに l半フ品、外 nY. 射が

1]";J) て'あることを発見され.これは lfH 総!\I Iにあっ

た H 本の天体物列"干界に多大のイ/パクトを与え

た。この刺激で多くの物旦~民が 'j: 出へ 111J かったと

は名大学長の[， I 川 k!Jがよく 1817 っておられた事例

ムカジー教疫(インド)と駒場公園を叡歩

て“ある。イギリスの，、リー・マソセイ削 'III ニ f:ij; ・1与さ

れて以米、刊 IN グ〕衝突出業界では 11: <tlJ~が五J) <先

速の一人てaある。日柳光 'I:.の t~J]!能))がm :J\して

いることは議知l らぬ人はなく守 'il: ./'iなどむ Mか ;5

~iiが比つからぬとまず先 'I，.の"午に版け込んだ。ー
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ンンホジウムカず

ifJI判II 先生ととして. ι目に分 j II，してきた)I',:1\ I ,!

今日の佐 I/，~を版めるようになっ

たのが.来しかった， IL'-\. 、 IH て'ある d どうら水い IHI

御 .'ii 'J)':さまでした

iLと組織))が日われて.*大紛争中のす長補佐

物JlI!'字削 m~li 会幹:j'; .いろいろな審査会員など

激職を数多くれ lわされたが，勿"古皆てきぱきとこ

なされた。‘ n: 品。にとっては本国先生をリード 7 ン

後川先生を送る言葉
...・

弘喜
I::J

H口 正敏

す

本年 3 )I かぎリで後川昭雄先生は定年にたっせ

ら tし.j':'ili科ザ研究所をご退官されます。

昭和 27 年 3 }Jに先生は京大第二工学部屯気 I': 下

科をご干~，になり、研究 'I' ，. H!J 手を粍て\I ii 千1138 年

4}I~t大生産技術研究所にみ附. lin和39年 4 丹東

大宇前自立官研究所に助教J:Z.教1:Z として勤務さ tし

H円相56年にはヰ:前科ιI研究所に移られました い品

内て"I~巡'i~'14!ok i~.i~j )，'応用工学研究系的研究主

幹教tiの if( J\ を米たされました。

ご耐f究の 1M では‘ ·It.·)~主体 "I lL-(--l:下. 集 10'(1111 日品.

;<'d-iJ"W.[L((mil ，山、 1 ， t 車it 刊および 'j': 'tJ j' ，l.i: i原工'干の分

間'に人ーさく μifj~ さ j しこの分肘かり1:1 1' の朴 'γ:j 射

JI~·. ， ~3Irr~ 1r:機に句 jdi 止では S I,PAC. 宇宙尖l段 7

')ーフライヤーに指導的役川を )11 って ζ られまし

た.

{iが光'I'.のこ'指導をIi'tくことに立ったのは.先

生が"l4tili になり初めてfiIf'.先主を持たれた ~Iーからで

この {F·. 先 'I三不参1mの研究不忘年会で店、はウ

イスキーに飲まれて.主、づも、たら 'I' 研 3 ifl;の人 LJ

(.jj互の夜の芝 'I に料ていました それから 27 年後.

ー一司・ ...r..i>.----:::誌面皆

小田前所長らと共に(前列右ガ後川先生)

つい2 ヵ)Jほどtjij. 脱 |、での」工ちtJAでJI::'I は 「と

んでむない人を研究ヰ1にほ川してしまゥたもんど

と心円己したI と初めて店、にしらされましたおりII

i.lせねばむりないのは.以~!;のさわみでごさいま

す

側光州I を i、 I') il:まして~.ここは.ふるさとで

あることをお'E"，i lに 主リませぬよう.今後とL 変

わらぬご指，q，をIi弘リますよ7. いつまでしおJじ%

でご員W!に ft{.~'されますことをむ祈リいたします

清野さん御苦労様でした
並木道義

~N~fさんは\I日制140年 1 Jlに吋l時駒場にあった~!

M大学附以宇宙航空研究所に入訴された店、との

H~会いは. \llj 千1J42iド 5 )1凶に航空))..t.jj;とふもして

いた 15 り白}の目lも務主に配凶されてきた時である

駒場II.H I::の Iii\. 、.\1物にはすべて 'Iii);主 id·I' ， 、て];

'Iパ:i] 'r;および則務H さんがいるのが普通てゆあ

った。 1Jf 1:1のようにその ιF務常でお茶を入れても

りい.37りいながら i土食をしたのを比えている

当lI，rは航空)j"，!寸I) (J SrJ 航)に以する研究主の

全てのIi、京特Jill. '~JHN付け等をしておら j し大量:
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な御 l"'i')，)だったと思います。女史は大変 )L中lミ I(I! な

}j て申k簿告すを rIC /i'{1 に付けておられ， また ii'jj{山ll?;

も絶やさずおいて出くなど小さな内i にまてづ4 を f止

った心配リに作感謝していた。

建物で十， 1 (9 IJ となっていた N. 秋の旅行にも進ん

で参加さ jし今党えているだけでも 'I!.!; ?尺湖I- ，':~Ij氾

郷‘ 円11:..袋 IJIi比}JLH11M13 数々の11、い山がれ山

ある。 ll からの顔見知つの人 j主が次々と研究!引を

」、っていくのは寂 L\ 、 m~ りていあるヨ十lJtt~ IJ;( もこ h

からまだま t!初;変わりしてし、〈。いつの円かまた

この地を l;}j iLていただきたいと忠ヮている。

松平さんを送る言葉
前山昭子

松平さん/本いこと本当に i卸イ"'i労さまでした u

1I..\'1lj·，カメラを椛えてあhこ h品.~ ~ji.~される:1;"も.

L う比られなくなるのが'人に(林しいかぎリです。

駒場11.\;代より 8 ミリカメラて:旅行や辿励会の除

f 可を熱心に ill い;}よめ. しばらく総てからの試当

会が'止しかったていすね。亡き III 日さん(ピHむ)の

'~をその l式'リ会で見せて In \、た時は. ，反て." ,li "L山

ず r布明I: うございました」とお礼を述べるのが

ベJ っとだったことを且い、I"H します。 Illt J;.jij のβ1[ 1+1

でしょワか。ひたすら御情守番役で.民さまお一

人を !I'i外旅行へill リ 11-1すといフ拠さま思いて'ある

こともよく生II られています。制l悦 l点へ移って. 'J'
i止に rl 爪iF 主が -jf 干さ il ~ ¥J と読めてIl'!さ、 とIl

flL 自主しく IIJ1Jまさ hたことか 。 iヌ1711 司;ばかり

で主< fllll¥1);( キセンパスのあらゆる場所を興味深

〈カメラで跳祭さ 1し何 1111 かのアノレパムを見せて

In\、た U:'i' は，松、 I" さんの fl~" 悩 [I'J な所内保，iJjの z去勢

に ~fi が下がったものです。"i 'ji /.jさんとい 7 r↑l? 報

右は副守衛長の鈴木さん

の入 ~I J の刷業 (I'J Ji:J品を活かして句少い， lIJ )i {1!な

Ij·~ とで， r日々の人 11 \jかわら版としての l動きをして

|、さったことは、!\乱調 Jでした。

どうぞー御 n 身の他bIiには.大:分 Wf.8" され.今

後も持ち Ijij のユーモアとま J似!で句 IIJJ かるく.楽し

い FI を々お過しトさいますように.心よリ祈念 1

る次第です

宮崎さん、長い間ありがとうございました
佐々木せきイー

26 年にわたって 'j:Hi Ulfで il!i~N された研究協力説

JU 百l 干 II 川係の片山 T校 f さんが.一身|の日 1\ 令でこ

の 3 )J をもって i且峨されます。

北ifiij立の大?で 'Jqr，をとられていた自附さんが、

ご半人の転勤に 1'1'って J ".}l~ さ h，当 IL~ の京大半巾'

航空 PI! 先)リ!に就職されたのは.昭和3911ーのことで

した。吋初か句和!となくウて'があって. Hミは拠な

っていましたがやI' よくお引き介いをさせて mきま

した。もうあれから 301，ト近くも 絞ったんて"すねえ。

川崎さんはl生ifinol まれておお句かな III 勺七一か

-11
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あさんみたいな万です。大変申1白ーに物を呂われる

ので.よく胸のすく思いがしたものです。話せば

請すほど昧がHi て好きに主リました。 il
o
J>.;: りは

大変テキノ、キとして臨機1.t. 22で，今の係の前には。

tH納→給与と.会計知|で随分と惚維な :'.ld1，を見事

にこなされました。

特に印象に伐っているのはその只物~;:リの放快

なこと. :JJ11~の1正!l£の中なんかでも. '1'.1勾 II\(売の

IHlt却を全部l~ ってしま 7 んじゃないかと ·L、配な Ii

どでした。また己的さんは細み物の名 Fで‘色々

と教えてIiiきました。最後の 8 年間だけで L 同じ

l採でお仕 Jr;.ができて. とても楽しかった。

あの{iの大H きな笑lJJiが見られなくなると思う

ととても妓念でー 「ンがwえたようにJ (，\':j椴係

長)淋しくなるでしょう。でもこれからもたびた

び相 l校師、に米て五凶気を雌 I) 上げてください。

本当に長い間お世話になりました。どうかお疋

会i で。

大林先生とスペース・プラズマ
西国篤弘

スペース プラズ?という古袋を我々は n 'I;;:; 的

に[止っていますが句ニの B fl躍は大林先生のお f1 り

になったものです。 fl.が大マ:院に入った l時には大

林先'Iーはまだ30代前半の訴さでしたが，太陽フレ

ア粒子や磁気闘の従舷流体J震動などの研究で知ら

it. 日正に [fl際的な指導品のお一人としてぬ命名でし

た。京大教授を続て 1967 11'に点京大学宇宙航ZE研

究所の教t7:におなりになってからは. J972if'に jJ

ち上げられた~~ 2 号f'f"{:j射以「でんぱ(REXS )J

の朴・下主任として，わが[ii Iにおけるスペース プ

ラズ 7研究の発 l廷のために，'1' 1:労を屯ねてください

ました a またこの激傍の中で fA 唱された r 'j-: 凶 ZE

raJ物用 ·'t·J は.スペース・フラズ?に IJIJ する包姉

((J な数料， If として外 1£1 にら i刊のない名i'\'であり.

わが問におけるこの分野の研究内叫 l濯をきたいたば

かりでなく ， ))'1' でも!ム< lh'( ま Hていまオ。ニ H

にあ tt t 、て大林先生は第 G~ 子 f'f"{:j ~i I,!. r じさけん( E

¥OS-Il) の総指 1111 をとるととむに. 十:山由 fにお

ける aCtive ('xpenmC Il L に制熱を傾けら iし 1983

fドには NASA のスへースラプ I 号機トーで SEPAC

実験を j j って.ビム放射がえペ ス・ 7 ラ丈 7

の oj' にひきおこすさまざまな現象を，制御された

実験によって， ir 制II に研究する道をお拓きになリま

した

大村、先生は後jjIjにやる気を起こさせる名子で、

先生の杉科下かり大勢の指導 (1'1 な6I f冗i'iーが it って

います また作法 ili !fi) Jにもご熱，レでした。先牛の

実 1!Iiと r主んとかなる l という励ましに般するニ

とかできな〈なると思ヲと.心細い I，氏。)です

藤田良雄さんを送る
井上 j告三郎

ロケット 1信託唱え球に Jjb わっておられる hは

良〈御存知の l正慌の雌lUさんが，本年 3 月をもっ

て定年を迎えられ 'j-:j 出下十 1" 6) f究所を退 H される

ことになりました。

初めてお会いしたのは昭和 38 年に訟が麻1\;の点

-12

京大 7生産技術研究所に人リたての凶で. 27.11'(,

11 になります。その当時.脱出先生の耐f':先宅に所

属して li~ ら i し夏になると r'd~- J の研究とかで那

須i孟原あたりへ出かけられていたことを是 1い山し

ます



ロケ， I 実験には II(J，干1144 字rに駒場の点芳、 J:."(・+

'rb'航空6Jf究所へ移られてから参加さ i し辿{百 K

EHE として多数的住Jtillil ロケ y 卜 HI げに貢献され

ました。能代ロケント実験場においても NE 通

!日J!Iとして i;ri~N さi.l，本人の戸裁をお HI' I) します

と rJIJ、ねずみのように走りまわった」そ 7 です。

l昭和50年からは'也牝 ('~[U庇抗迎l局関係)の(十 'J>

t~f，的ら n，臨Lillil 口ケソトなどの成期114<:や地|設

備の )!I，F，線局の巾 Ii古からlIO治のi恥 f!j，までの彼射I:な T

続きをーその了lf1!必と JL帳 1m さを L って敏速に処

理fされてこ勺れましたυ 大変なご titi% があったこ

とと 11われます。

-)，"，肱川さんは軟式テニス、 I!!I i~等、 多くの

起~I味を持たれ.特に駒場l時代のテニス的所内大会

r.11:'fie ベア J では照敵を坊っておられたことが強

〈印象に伐っております。

しばりくの1J\J. 自主てョ充 l正されると伺っており

ますが.時々は本 II 十知県キャンハスへ fill を見せて、

1~ 後々裁を御指導下さい。

施設課長補佐、家高氏を送る
田辺 ネ谷

家114 さんは 10 イ l 余年もの長い lin 公務員生前を )1

られました。~~大ヰ'Ii i航空研究所にt-\ '~/f' 係長とし

て，@ fT:さ札.己主制 11 主は Jifi L没謀長 llnf~ として施設終

備 前Jにご JiNN されてきました。公務fl. 'l :.i，ちの!4

約 10 年 H\Jを代々とお付き合ぃ m，、たひとになりま

す。その 10 年余リめ'I'で，私内身 得ιぃ、 ill に鈍

っているのは， あの千人間 ;'1'1 也ぷの III 後. 大; It!&: に

襲われた能代実験場の被， 1;:1 捌 fi に家『 JJ さんと二人

で急漣 IIJ かけた l時のことです。交通機関が出品しし

ているなかでの 1 1\ 'JJ~ でしたので、さんさん背労し

てJJU 也に到 IJ/n したのがJ'[夜 1 ↑10 とにかく明るくな

ったあとは山まみれになって家同さんの後につい

てかけずリ 1"1 ったものでした。ああいう時の家同

さんのハイタリティーには焼くは Pかりです。州去

の!市でよく活組にされるのが 'lr f.隊 H.~' 代の d，J; iji の71

労話ですが.災~，i;: I制J't ll寺の頑張りはきっとそこで

主荘えりれたものでしょう。

また.駒場 II 年代のことですが、事務所等で一村、

の後本 I~~:j さんをよくお娘さんが Iii で迎えに米句

れたものです。 nfih 司の家?与さんならではのエピ

ソードです。

戸
,,;, ~J

州H~J瓜へ4字転するい当り大変なこ I'~i'j) をされや

っとうじ 1，)(:したいま， .<!l'1"，されることは誠に残念で

なリません。

主Ii たなスター卜を迎えられるにあたり.ご健康

となお J~i のニー川 Wlj~ を祈念いたします。
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骨長
SFU搭載実験機器(その 1 )

宇宙科学術究所村上 1告

lIns(I nri 山 ed TelescopeinSpace) は円本

で初めての軌道応外線望 j卓鋭て・ある。もともとは

10 年ほど， ilj にスペ スンャトノレ搭峨刷のぷ外科 if 型

!hi鋭として考えられた。 IRTS のj止後の文 T'S

ij:. I追って in Space の S または onboard Space

Shuttlc の 5 を表していた.現計画ではその後の

天文"J:及び技術開発の進展にともなって、具体的

な観礼 !IIN 象や{主，''，( 1(li の観測器はかなリ変~された

ものの.約 100 リソターの液体ヘリウムで冷却し

た1.-1径三日 emfJU 主の明 i主鋭で. diffuscSOilrCc を数

週間にわたって観測するといフ嶋本線は.受け継

カfれている。余談て'はあるカえ初fU R'1 ・ 5 と I ， ;J ヒ

q[に l均ドイツて ~Gcrman InfraredLaboratory

(G lR L) といフ品、外縁唱 i卓銃， ij- (!!!jがゐって -·II.~

は y ベトルの I"J じ 1出にれ I J[<りする HA もあった。そ

の後どちらの，H' illiiL~tl 座したが. G!Rしのおは E

SA 全体の J十山である ISO (Infral'edSpaceOb

servatorv) に受け継がれ. IRTS は以後の S

が onboa I'dSeU の S に変わって，U、を吹き返したゆ

打ち上げは ISOが1993年. IHTS が1994年で一年

しかj主わない。 11.] こうは鋭のI.J I圭60Clt1の大中l装 l目

て··.ifdJ:b2.2~ ンと mTSの 10l ，'itU あ'). ~見測の

illいも迎うが.こちらは l除 Fにライパルと忠、わせ

てむらっている

IRTS は小 II 係で鋭iWIJUIII]!(, i\ i いのて1凡lTlの天

文台とはなリ仰ないが‘かなりユニークな観測 H

燃を si22ii している 波長数μm あるいは数白， Utll で

の~HM系的外からくる j"f j;t肱射光町観測では. 111

午米に J打l ち|い Ifれ4

刈川 lie Backg 世叩百釘 1' 0ωUII 吋Id Iι:':x 叩p凶I ，山Ire I' ) の上を f行j' <観担抑測'I を

f引II つているし. 'IUlI J杢 U\Jの炭ぷイオンがlHす抜射

の観測では. ]，山!1: ii: 目され始めている. JI~' からの

ま骨外訟で Jl~. NIl ガス 'I' の分 fが解離している株主場

所の!ム舵凶主観測が行われる。また 1，t.ll 'd it ス 'I' に

'j;:fi}，止の I=f.大分 f があるとかないとかの議論に川

を突っ込む観測i.di われる

これらの観測のいくつかはアメリカの研究者と

の Jtl·iJ 研'先になっている閃係で. ;¥.-¥S.-\ の λ$1 1" 0

physicsPro 耳目 111 を直伝するポスターに! RTS(,

， I世勺ているがー 1血の j、引の大文 f:1f I ， i に出じって fl"\

かれている lR TS の絵ははとんと.'.v.f:(<-らいの大

きさでしかない しかし l:Jtil!il;IJdk城を表す怖の

L~ さ to!けは、 lμ01- Imm と i也の f¥Y JI~. に負けない長

さで柿かれており. IRTS の特徴を点していて 1(11

白い。

LRTS は ;';1\ I) 当てられた IIQil!iJJUJl ill が4とると.太

|場たが当たるのを防ぐ被いを Jl、げ.ヨi~鈍のみを

|井I' 、てl:Jt il!il を始める。 !RTS 1'1身は姿勢を変える

機桃を持っていないので. SFU本体にゆっくり [III

転してもらってパ告をスキヤノして li< 0 lRTS

のデータの，豆 f， -I には)J ASA の深 'j 宙局七|品))して

くれる了づ主になっている。悦洲が終わると . j.、HJ

光の j盟;曲 E似を切 I) 出WL. 極fJ bJょに冷)，I!されていた

引退鋭を市出に戻して凶収に備える。 l陶の削るデ

-7 を取って無 1';1 こfrJ iってきてくれることを願っ

ている lむらかみ ひろし)

IRTS の超流動ヘリウムタンク底面の，極低温

配管系，パルプ系の儀子。中山の穴に望遠鏡と赤

外線観測器ガ取り付けられる。

iは1日1 見直し 11' :!/.、の結果、ンリーズ S ドU fJJ1111 記 'If

(ド '&2 年 I rJ IJ') 'I' の S IOU， if;花が次の械に改訂

されました。太|ヰ訂正 t也ノ、ドルによる ~~'UI~ fJ t，正 JJ

は 2.8k 同以|コハドル挺|品 1 1I.'iの i仏大 ·Iit は約 24.5

m (iltj水)
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a主義 d L_
CarvadosinISY

宇宙科学研究所的川泰亘

r...... カルヴァドス，飲るか Lバーー J

縦か.レ 71レクの r~JL旋門』にそんな 節があっ

たような.なかったよヲな 中学時代に読んだ時.

一体どんな削だろヲと冴しく思い.それっきリ忘

れていた. 7 ランス ノル7ンディの活@て'ズラ

γ と・If，んだラベルを見て.2Z批と記首iが保った。

Jll;の税父さんに UtJ くと，ここの名産だという。そ

のノル7ンディのドーピルという町て'I土|際ヰ:両年

の'j': '[j-j機閥会議(SAFISY) が開催され，出席した。

2H lO円成凹発.例によって機内食に悩まされ

ながらのエール・ 7 ランス機. IIn バリ才 i。空港

でー f- ~~J したホテルに泊くと r む -j 1000 内山せばエ

， 7 ェル H.i=の見える剖 llii がある」としつこい。

「まあ L 、し、や」と OK したが.部屋に入って続い

た。;怠の IIIJ ヲに後える尚一いビ/レ。その償から懐

かしいエ γ7 ェ jレが半分だけはえ隠れしている。

7 ロント~.~に「あれじゃあ. !::i ffel てvはなくて

Eirだよ」とミったら，吹き ill したけど5001T!マケ

てはくれなかった(当たり的だ)。機内の ~f~J.!f でイ

ヤな「感はしていたが、やはリパリ市内は寸:-z旅

行と称する 1;.:( 大 'I~がi lO i航。とリわけンヤンゼリ

ゼは却u品!I "Jからコム〆コルド広場まで1e!4=女刊がJ括

れている。モンハルナスやモン71レトルではさす

がに H 本人もチラホラて1 京洋人と μて i註行〈人

がふりかえる状態に主リ.やっと外1£1に来た尖感

がする。

12 日ドービル 1-: 入る。派予なカジ/のある少の

よヲなホテル・ノルマ/ディ。以後 15 日にここを

tH るまで.ぷIl，~らしい I刊の述続。もっとも企は会

議で~ti訪lこなリ 夜は痛風気味の脚に柳か恋ぃ7

ランス料足li~主的で.見物どころではない。わずか

に 14 円.ちょっとした休訟を利用し.ホテルの傘

を借りて30分ばかリン/つく雨をかきわけたのが.

U佐ーの「見物J だった 良は一級のリゾート地と

して J 、 I} ジベン句ハリジエンヌて'賑わうノル7 ン

ディ b. さすがに冬はその而彩はなし海岸にた

たずのぱたど-11).

冬の海 つわものどもが事』のあと

ふと見かけた?円以で司\I~j'jの光fit となる。

会議では. SpaceSciencein Education のワ

ーキンググループに山 lι どういうわけかオース

トラリアのおっさんにれにいら jしコーヒープレ

15

イクもあればこそ。初対 l面で rn 本にはスハイス

・ミュ ジアムはあるか」ときた。 rM がえ〆マイ

ス t.: 0 オーストラリア人がエイをアイと発計する

くらいはこっちはラ〉カ・ってるん fごJ と i工か I) • ち

ょっと図にのって日本の「スパイス」について説

明したのがいけなかった。

15n 、総会が終わってすぐチエ， 7 アウト。と

ニろが，ホテルのコンビュータが故障していて.

処JlI1できないという。しめた， じゃあ急ぐから.

とノル7ンディをあとにした。もっとも東以に若

いて何くしてから"古求書が米た(当たり前t:).

16 日，パリのCNRS訪問。セーヌ川に沿って符

般のような建物。 17 日オスロへa ここの街はノル

ウェ一宇市公社のグンダーセン・ j':宙科学i1~民が下

約しておいてくれた。小さなオス口市内を突き抜

けたとニろでレストランを見つけー 「典 J.~~ (I~J なノ

ノレウェー料.f!~.j と正文すると、 トナカイが~，た。

食っている政 'I' にフソと外を比て続いた。大口が

降っている。急いてす十へ。 rl'J' りながら約 1 キロの

ill をホテノレへ。

181e!. ノルウェーのアンドーヤ・ロケッ l 発射

場へ。ほに S -520 のn 卜げ部隊は党再 1i.\'J怖を桜え

ている。若〈早々.みんなに取り阿まiL. rill'Ie!

のオーロラはすごかった。 jlH けば l 午に数 1111 見え

るかどうか. という物 t妻いヤ Y ら L' 、。 (I'·) 川さん

は fIt· しいことをした J といじめられた。しかしそ

の 2 UIι それに勝るとむ劣らない素附らしいヤ

Yが出現した。店、と一緒にそれを凡た研究協 )Jの

白紙係長以外は.ブロ γ7ハウスにいたので.そ

れを持めなかった。ザ7ァ l~ろ。みんな「本当に

そんなのが山たとは信じられ主いJ と僻んでいた

が.ナアニ‘こっちには [[IE倶写点があるんだから。

それにしても束がまで持って帰るつもリだったカ

ルヴァドスは.あえなくアンドーヤで討ち死lこ。

ノルウェーの本論は次りでどなたかが展開して

くれるだろうし。 lつ'ifi品さんの r 2 ハ ;1 3 日」につ

いては.御本人に 1白一機悦かめて Iii; L' 、。 r心lこ浮

かんだ英 ij勺泊を次々と並べれば I) 然に判|乎に通じ

る J という句恐るべき単身海外旅行のi主人て'ある

高怖さんが句英品交じ I) に解説してくれる二とウ

ケアイである。

221:1. コペンハーゲン続出で J· ，J liil 。

(まとがわやすのり)



ISASニュースの思い出

伊藤富造

わっていたために印象が深いこともあるが.この

号町中.執筆 to が '1 SAS ニュース制集委員会J

となっている公文の「ハレーへの桜近」は.全文

的川氏がこのミ y シヨ/的関係将から取材すると

共に.同氏がモスクワ~fiiイf中的印象をも交えてノレ

ポ風にまとめたものである。

この特集号は内l時所の内外で大変好評であった

が.今JTtみ i足してみても1985JI'秋から1986年必に

かけての~~~l認と興慌の中に治ったあの一時期的脱

械をまざまざと再現させてくれる力作であり，私

伽1人にとってL またとないよい思L 、 H~ を践してく

れている.

また. 1988年内年~iiを飾った特集 'x線天文学

的回顧と1正常J は 殆んど全文が牧砧一夫氏(現

京大J!I'.助教授)の市によるものである.牧品氏は

前編集委Hであリ. 当時~に斗ニ;jfj"fから東大理主に

転 11\ されていたが。このテー7をまとめあげる段

通行1\'といヲことで.出J川氏がfNiI~でーI晩存んで

強引に執市を依車Ii した。牧尚氏はX 線大文'''/の興

住量j制に大../院生時代からiつ宙研lニイl 僻され.席代

の X線天丈1射 Jt~.チーム円 u としてi i!i nl~ されたf'~

れた呼門家であると同l時に.その市)Jは制'tt5H

会で1向く.トI'f出されていたか句である。たまたま牧

尚氏はニの特集をfA市中虫柏町風邪にかかり l~j

熱のm床でまとめあげられたと1111 ，、ている。ここ

にその御労;I，:に対しあらためてJ別立を去した，'0

ニの .!， J' b また後 IU に残る力作である。

ISAS ニュースの縦集に隙わった 3 年間は，間 1

むなく.，.; 'Iii酎 f を1;る私にとって忘れ蛾い一時期 lで

ある この JUIIllI 恥と共に編集委以会のメンバーで

あった万々、 (I~J 雌な判断力を以て全ての I~: 悩にIll{

を i画してドさった税制!I ~~Ul~ 松尾位、殺教授，こ

の人なくしては ISAS ニュースは成なたないとま

で行われている的川索。助教授.ロケ y 卜・徐 jM

の試験などの lic'-l~ を F際よくまとめて l、さった橋

本正之氏.ユニークな発恕で~g; 11.\.1 弘l辿その他的多

彩な紙 I(I!を作るのにi"， tiik された柳沢 iF 久l王.牧尚

氏の後をうけて従泌から7/，〆 7線に~る広告 E凶 4・

2民丈 "{:J 則係の II~'- I';'を担当された芝 Jド止;氏，ニュ

ス発行の・ j'; 統的総てを確尖に j韮行して下さった 541i

情義I!両氏.委 M会外では旬-y-見事な山フ 1坊主えの勺

tJ.:を提供していたえ了、、た u*f 弘記録係のみなさん.

これらの冶氏にあらためて厚〈感 B湖町立を表しま

す. (も、とう・とみぞう)

il め\ 例平にない、多峰多忙なロケペ打ち上げ.多

/えぶ) (丹先輩を μh j;f~'?;~:l 、到しさが盛り込ま it
U 桂E己 IJ
‘〈子ニ三~た増証的年度末号 新年度 L とヲご期待。(荒木)

-16-
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発行 字国料ザ研究所(文部省)

ISSN 0285-2861

先 n 突然‘ 'ISAS ニュース 3 月サのいも焼酎の

1以前を 11~... 、ていただきたいのですが」とのほ話が

あった。白称小太りの iJIJ~品集長官 J川助教佼からで

ある。 iヰ年退官を仰にして子lU I されていた活であ

り.心いてみたい Fは沢山あり.いろいろな目、い

が父知寸るが.ここでは ISAS ニュ -7，にまつわ

る思い HI を店、いつくままに 1μ 、てみよう。

初代制~委.w I正 -'-IL l.芭教 J立が{..;;年退'r，された後を

うけて私がニューえのt; u長となったのは 1985 年

4H で I さきがけ」の打」げ後. 'PLANET-AJ

の総合ぷ験の松中であった.その時以米毎)J "、

む焼酎」の執市首の選定 依頼には ~!i を悩まして

L、たが. f'-I.例として年度末近くになるとその年作

年iilIT される先生 t; に原稿を依頼する慣わしにな

っていた.したがって執事者は n 然に決るのだが.

その執官を依頼するのは何となく気が弔かったの

を'はえている。

ISAS ニュースが例すりされて以来.他的 l百JH，の

刊行物にl!J i を凡主い紙 fm 町村よ成やその内百円相 r新

さに III，を比 ';l~ ったものて"める。その後はからずも

ま~!~長として編集委 11 会に入ったが . ft. 以外的ス

7· ，フは自 II+IJ 以米のベテランが揃っていた。 JJ­

InJ 的制集会議は全りん if というよりも騒々 しいと

いった方が良い恨の本|川気の中て寸 γわれていた。

'n': ，淡町 110 び交う中で忽ち lie 恨の脳集 古1\ リ(-Jけが

.iffiみ . ;k サの執事者の巡礼 iに作って行〈。干 n~\ あ

L、あいの制集会議ではあるが.時には鋭い意見.

批判が交さ札ることらあった。

編集会織に拾をかけて賑やかなのが年一凶の忘

年会である。Ji lj制MiL長や 2. 3 の編集部 l外何人を

交えての会で.十 'J) 代制集長を 'II~Iiに桝誕 itのかむ

し I'll 寸法荷風発的手凶公は.さすがにこの榊 l 九、

む焼同 tJ の踏みの.rJ! j主的集りであることを感じさ

せる。

さて . 11f.·rJ 発行されるニ斗ーえにも I相して制民

会必で熱，いな議 l論的大 I朱となるのは年 1-21"1 発

h される特集 J，J であろう。 1t1 i の数ヶ Hfiij かり特

集りの i テー 7についての，tN，冶ヵ、始められー ヒな

執事一れの候補があげ句れて行〈。編集委 !in J:!'が

川くこともしばしばあり.中でも (I') 川 l\: の-1- 'II が

光っている特県りは多し」私が委民民として Idr;

'I' に発行さiLた特集りは 5 "世であるが.その tj-I で

特に印象に残っているのはじ、レーへの桜近 J で

ある.むろん私自身がこのミソンヨンに深くかか


